
 

 

 

 

 

Ⅲ 児童生徒の体力テスト調査について 

 

    １  令和７年度結果の概要 

    ２  令和７年度県平均と令和６年度測定値比較（男女別） 

   ３  体力の年次推移（男女別小学３年・５年、中学２年・高校２年） 

       

 

   

    日常生活における利便性の向上等により日ごろから体を動かす機会や場が減 

 少したことなどから、昭和 60年ごろを境に児童生徒の体力は全国的に低下し、 

 このまま児童生徒が成人した場合、生活習慣病になる者の増加や気力の低下に 

 よって社会を支える力が衰退し、社会全体の活力が沈滞してしまうのではと危 

 惧されているところであり、危機感をもって対応しなくてはならない。 

  本県では、平成 14年度までは、県内小学校 28校、中学校 16校、高等学校 10 

 校を体力・運動能力調査協力校として「体力テスト」を実施し、提出された体力 

 データを県平均値として公表してきたが、平成 15年度以降は、県内の公立小・ 

 中・高等学校の全ての児童生徒を対象として「体力テスト」を実施し、そのデ 

 ータを県平均値として公表することとしている。さらに令和６年度からは、運動

・スポーツへの意識についてのアンケートを実施している。 
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